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タイの経済成長は低開発国の中では比較的順調で，最

近の成長率も 6~7％と高い。しかしその内容について

は，他の農業を中心とする低開発国にみられるような発

）」雑阻害要因を持っている。本書は，そのような問題点も

含むタイの経済を，より急速なバランスのとれた経済成

長を実現するための開発戦略という見地から，政策立案

者の立場で分析し，著者のアドバイスという形で採るべ

き施策 ・方向を示唆する。

内容は5章からなる。第1章「過去の発）長の パター

ン」では， 19世紀後半から現在までの発展を回顧して，

Hoselitzの分類に従えばタイの経済の型が，拡延的

(expansionist)，衛星的，自生的であることを指摘する。

第2章「最近の成長と構造変化」は，農業以外の部門の

発展が最近著しいが，それは産業構造の変化というより

むしろ農業部門の停滞の性格が強いとする。第3章「農

業開発のダイナミックス」は，メイズ等米以外の生産物

の出てきた農業部門だが，そこにはフ レ゚ミアム，股家負

條流通機構等大きな問題をかかえていること。政府の

役割として課税等の直接介入よりも，マーケッティング

機構の整備のような形でのバック ・アップが必要である

とする。第4章「産業：投資の決定」は，企業家の投資

滋欲や市場規模，政府の産業促進政策，中国人およびタ

イ人企業家等の問題を扱う 。第5章「タイの開発戦略」

では，次の 5点を開発要因として提起する。(1)継続的技

術革新の必要性，（2）それを国民に伝える制度および機関

の必要性，（3）交換経済の普及，（4）自由競争市場機構の効

カヘの信頼，（5）活動的企業家の効用。以上の点を留意し

て，政府は経済政策を行なうことが必要であるとする。

券末に政府関係企業リストおよび書誌あり 。 （福沢）

• Chu-yuan Cheng, Scientific and engineering 
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自然科学と技術分野における良質で豊富な人的資源の

図ば資料席IS

有無が軍事力と経済発）設の決定要囚の一つであり，この

問題に関する適正な情報を得ることが，中国間題の解決

をはかる第一歩であるという観点から，アメリカの政府

機関である NationalScience FoundationがSentonHall 

大学にGrantを与え，調査せしめたのが本書である。科

学技術振興政策とその計画，科学技術者養成計画，品と

質の問題雇用，動員， ソ連の果たした役割，西欧より

帰国した科学技術者の役割，社会科学分野との比較，評

価と展望の各章に分かれ，終章では，中国は，教育研究

投資の増加と高等教育機関の再編成によ って，短期間に，

相当数の専門家を生みだしたが，一方，政治偏重，党の

強力な管理，古いタイプの科学者に対する頑迷な疑惑，

1万人以上の西欧在留の中年科学技術者に対する帰国勧

誘の失敗によ って，人的資源の完全な利用動員という点

では成功したとはいえない。また，科学技術者の急速な養

成は，質のうえからは徹牲を伴い，年配の科学技術者と

の間に，ギャ ップが形づくられている。中国が，次の10

年ないしは20年に，科学的に進歩した国になり得るかど

うかは，このギャッ プの橋わたしに成功するか否かにあ

るとしている。全ページの半分は， 250タイトルを収録

した書誌基本的な OfficialDocuments,科学院の構成，

調査の過程で副産物として生まれた1200名のBiographic

Dataによ ってしめられている。 （原田）
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イギリスの海外開発研究所は，イギリ スならびに先進

諸国の後進国への援助，投資について調査を重ねており，

すでに JohnWhiteによるドイツ， 日本の援助に関する

報告も刊行している。フラ ンスの援助についても「ジャ

ネネ報告」の要約を刊行している。この報告は，まずは

じめにフランスの扱助政策の歴史的・経済的背景（とく

にフラン圏地域のユニークな通貨制度，「翡価格制炭」）

について論及し，次に，援助行政機構の変遷をたどり，

今年1月の行政改革による変動までを略述する。後半部

は援助対象地域（モロ ッコ ・チュニンア ・ラオス・カン

ボジア等，アルジェ リア， アフリカ ・マダガスカJレ，悔

外県・海外領）別に援助形態，援助機構，援助政策，援
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助額を明らかにする。 （中村）

I Marvin D.Bernstein ed.，Foreigu i几訊'stIIICIIt` 
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ラテン ・アメリカに対する先進国の資本投下に関する

資料の中から十数点を選んで編集した資料集。

第 1部「実態」では，国連経済社会部が1955年に出版

した「ラテン ・アメリカにおける外国資本」の一部を抜

莱収録して19世紀はじめから 20世紀半ばまでの対ラテ

ン・アメリカ投資の実態を簡潔に概説し，第2部「事例

研究」では，イギリス資本およびアメリカ資本の資本進

出の実例として， 19世紀末のメキシコの財務長官Matias

RomeroのRealclel Monte鉱山会社研究， 1959~64年

にベネズエラの大統領となった R6muloBetancourtが

かつて亡命中に古いた石油資本研究， SearsRoebuck社

副社長の本国議会に対する報竹，その他学者による研究

書など10点を選び再録している。第 3部「態炭」では，

投資国側（ことにアメリカ）および被投資国側それぞれ

の外国投資に対する態疫を，投資国政府高官（ラスク届

務長官）の公式発言投資会社（ユナイテッド・フルー

ツ社）の国務省宛壽簡や，被投資国側のナショ ナリスト

Pablo Gonzalez Casanova（メキシコ）， 革命家Alfonso

Bauer Paiz（グアテマラ），銀行家MarioRamon Beteta 

（メキシコ）らの論文に語らせ，かつ， WernerBearと

Mario Henrique Simonsenによる第三者的な研究をも

収録している。

その他の諸資料に関しては本也の構成に即した20数ペ

ージにわたる解説が編者により加え られている。編者は

ニューヨーク少卜l立大学準教授。 （三宅）
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近年， 日本の戦前における対中国関係について，特に

植民地経営の中核的役割を果たした満鉄について，各種

の角度より研究がなされ， 『満洲開発四十年史』 （同刊

行会， 1964), 『満鉄に生きて』（伊藤武雄， 1964),「欄

鉄」（安藤彦太郎編， 1965), 『満鉄 1』（伊藤武雄等編，

1966)等の成果が世に問われている。

満鉄の歴史的，経済的，社会的位置付けは重要な意味

を持っているが，柏民地経‘謡企業としての側而と合わせ

て行なわれた調査研究活動の側面の総合的研究は，資料

のはなはだしい散逸状況から困難視されていた。したが

って，当面最も必要とされる作業は関係資料の全容を明

らかにすることであるが，この意味で，本書は一段階を

画す労作であると言えよう。

本書の対象は満鉄の調査活動に絞られており，第 1部

歴史，第2部書誌よりなる。第 1部に述べられているこ

とは，従来明らかにされてきた点を概括的にまとめたも

ので，特に目新しいものではない。本書の重要性は，明

らかに第2部にある。著者は 8年余を費し，アメリカに

おいては，議会図書館(Libraryof Congress)を中心に，

主要大学図害館， 日本においては，国立国会図書館，主

要大学図書館，官庁付属図書館，研究機関等の資料を調

査し，約6000タイトルを集録している。書名をローマ字

化し， 一定の分類にしたがって排列し，合わせて所蔵機

関をも記してある。これによ って，われわれは満鉄刊行

資料の大要とその所在を，また多くの重要資料がアメリ

カ議会図書館にあることを知ることができる。

藩者は東瓜大学卒業後，中華民国政府の外交畑を経て，

1955年に JohnHopkins大学より日本史の博士号を受

け，現在ハワイ大学アジア ・太平洋言語学部長。（松本）

I Audrey A.Walker (comp)，The Rhodesias 
I三□ya嘉悶'];L「br誓げ。ド。゚喜trご，二，1
1889年から1963年までのローデシア ・ニアサラン ド連

邦および南 ・北ローデシアとニアサラン ド当時の政府出

版物1998タイトルを収録した書誌である。最初に 4ペー

ジにわたってイギリス人セシル ・ローズがこの地を占有

し支配権を確立するところから， 1963年12月31日をもっ

て連邦が解体するまでの概略が記されているので，利用

者は歴史の概略をつかむことができる。全体はローデシ

ア・ニアサランド連邦，北ローデシア，南ローデシア，

ニアサランド，イギリス，英 ・南アフリカ会社の 6部よ

り構成されている。各資料はアメリカ議会図書館所蔵の

ものを原則としているが， それ以外に NationalUnion 

Catalogに報告されているアメリカの各図書館， 大学所

蔵のものを記載してある。また北ローデシアの資料の一

部にはソールスベリーの NationalArchivesの所蔵マイ

クロフィルムのカードからとったものがある。

他に議会図書館からは，アフ リカ各地政府刊行物書誌

として，英領東アフリカ，マダガスカル，サノヽラ以南，

仏領赤追アフリカ ・カメルー ン・トーゴ，シェラレオネ・

ガンビアがすでに出版されている。 （間島）
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